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室内環境［2022］

特集に
あたって

室内環境学会学術大会(2009年までは研究発表会)

では,大会長賞として優秀と認められたポスター発

表者と口頭発表者に対し表彰が行われてきました。

2020年および2021年室内環境学会学術大会では,コ

ロナ禍での感染対策としてハイブリッド型での開催

(口頭発表のみ)となり,2日間に渡り多くの口頭発表

と活発な議論が繰り広げられました。大会後には受

賞者が決められ,機関誌である「室内環境」で発表さ

れました(2020年大会については第24巻1号,2021年

大会については本号の会報にて発表)。

大会長奨励賞は,その名の意味する通り,業績を

高く評価し今後への期待と激励の意を表する賞です。

これまでに,奨励賞を受賞した発表テーマについて,

学術大会での質問や意見を踏まえてさらにブラッシュ

アップされ,その後原著論文として「室内環境」誌に

投稿,掲載された例も複数あります。学術大会での

発表および会員同士のディスカッション,それらを

通して着眼点や考察内容の点で深化し,査読を経て

学術誌の掲載論文として研究成果が公開されるプロ

セスは,学会における学術活動の根幹とも言えます。

出版委員会としても,室内環境に関する学術的・実

務的研究の発展および普及のために,積極的な活動

が重要と考えています。

23巻1号よりスタートした本特集ですが,学術大

会に参加されなかった会員の方からは「大会長賞を

受賞された発表の内容を知ることができてよかった」

というお声がけを頂いたほか,「研究者仲間もいろ

いろと苦労しているのがわかり,近い存在に感じら

れた」というコメントをいただきました。コロナ禍

となり,日頃の学会活動においても会員同士のコミュ

ニケーションが取りにくい状況が続いていることと

存じます。まだまだ「密」の回避やソーシャルディス

タンスの確保が求められる状況が続いていますが,

本特集を通して,受賞者の声を身近に感じて頂き,

少しでも会員同士の“心の距離”を縮めるきっかけと

なればと考え,本号でもこの特集を継続してお届け

することにいたしました。

本特集では,2021年室内環境学会学術大会(関西

大会)での受賞演題である大会長奨励賞(4件),大会

長技術賞(4件),学生賞(5件)と,2020年室内環境学会

学術大会(東北大会)での受賞演題のうち24巻1号の

特集(前回)でお伝えできなかった大会長奨励賞(4件),

大会長技術賞(3件)の「受賞の言葉」をお届けいたし

ます。研究の概要はもちろん,各著者の着想や得ら

れたデータ,まとめ方などご覧いただければと思い

ます。また受賞者の皆様には,今後ぜひ論文として

まとめていただき,「室内環境」誌にご投稿ください

ますよう,紙面を借りてお願い申し上げます。

最後に本特集にあたり,ご多忙の中,快く執筆を

引き受けていただいた受賞者の先生方,並びに本特

集にご理解とご協力をいただきました2020年室内環

境学会学術大会大会長・実行委員長の野﨑淳夫先生

および2021年室内環境学会学術大会大会長の山中俊

夫先生,実行委員長の吉田俊明先生に心より御礼申

し上げます。
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